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募集

災
害
に
備
え
て

　

町
で
は
災
害
に
備
え
る
た
め
、
６

月
５
日
に
菊
陽
町
防
災
会
議
を
開
催

し
ま
し
た
。
町
や
警
察
、
消
防
、
各

関
係
機
関
な
ど
で
構
成
す
る
委
員
が
、

町
防
災
計
画
に
基
づ
く
避
難
場
所
の

確
認
や
住
民
に
避
難
勧
告
を
出
す
基

準
、
災
害
に
応
じ
た
関
係
機
関
の
対

応
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
熊
本
地
方
気
象
台
が
梅
雨

時
期
の
天
候
予
想
を
、
自
衛
隊
が
災

害
派
遣
活
動
を
説
明
し
ま
し
た
。
ま

た
、
６
月
２
日
に
は
菊
陽
町
消
防
団

各
分
団
に
よ
る
危
険
箇
所
の
水
防
巡

視
と
、
水
害
に
備
え
た
土
の
う
作
り

を
行
い
ま
し
た
。

　

災
害
は
突
然
予
期
な
く
日
常
生
活

を
脅
か
し
ま
す
。
災
害
で
の
被
害
を

少
な
く
す
る
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
一

人
一
人
の
心
掛
け
や
準
備
も
不
可
欠

で
す
。
皆
さ
ん
の
防
災
に
対
す
る
意

識
を
高
め
る
こ
と
は
、
災
害
発
生
時

の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
最
大
の

効
果
が
あ
り
ま
す
。
危
険
を
感
じ
た

ら
早
め
に
避
難
す
る
な
ど
、
日
頃
か

ら
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

身
を
守
る
た
め
の
情
報
収
集
を

　

台
風
や
大
雨
な
ど
の
と
き
に
気
象

庁
か
ら
発
表
さ
れ
る
注
意
報
や
警
報

は
、
各
地
域
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
注

意
を
呼
び
掛
け
、
災
害
に
よ
る
被
害

を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
発
令

さ
れ
ま
す
。
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど

で
伝
え
ら
れ
る
気
象
情
報
で
、
最
新

の
情
報
を
得
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

警
報
や
避
難
勧
告
・
指
示
が
出
さ
れ

た
場
合
、
ま
た
は
勧
告
な
ど
が
無
く

て
も
、
長
雨
や
大
雨
な
ど
で
身
の
危

険
を
感
じ
た
と
き
は
、
自
主
的
に
身

近
な
避
難
場
所
へ
速
や
か
に
避
難
し

て
く
だ
さ
い
。
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の
前
兆
現
象
」
と
い
い
ま
す
）に
気

が
つ
い
た
場
合
に
は
、
直
ち
に
周
り

の
人
と
安
全
な
場
所
に
避
難
す
る
と

と
も
に
、
役
場
な
ど
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

土
砂
災
害
を
引
き
起
こ
す
雨
量

　

土
砂
災
害
の
多
く
は
、
雨
が
引
き

金
に
な
っ
て
起
こ
り
ま
す
。
１
時
間

に
20
㎜
以
上
、
ま
た
は
降
り
始
め
て

か
ら
100
㎜
以
上
の
雨
量
に
な
っ
た
ら

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

雨
量
と
は
、
降
っ
た
雨
水
が
地
面

土
砂
災
害
警
戒
情
報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

土
砂
災
害
警
戒
情
報
と
は
、
大
雨

に
よ
る
土
砂
災
害
発
生
の
危
険
度
が

高
ま
っ
た
と
き
、
市
町
村
長
が
避
難

勧
告
な
ど
を
発
令
す
る
際
の
判
断
や

住
民
の
自
主
避
難
の
参
考
と
な
る
よ

う
に
、
都
道
府
県
と
気
象
庁
が
共
同

で
発
表
す
る
情
報
で
す
。

　

土
砂
災
害
警
戒
情
報
な
ど
が
発
表

さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
斜
面
の
状
況

に
は
常
に
注
意
を
払
い
、
普
段
と
は

異
な
る
状
況（
一
般
に
「
土
砂
災
害

豪雨・台風・地震などの
災害に備えて

○
大
雨
の
可
能
性
が
高
く
な
る
約
１
日
前

　

大
雨
に
関
す
る
気
象
情
報

　

警
報
・
注
意
報
に
先
立
ち
発
表

　
　
　
　
　

⬅

○
大
雨
が
始
ま
る
半
日
〜
数
時
間
前

　

大
雨
注
意
報

警
報
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
は
そ

の
内
容
を
記
述

　

大
雨
に
関
す
る
気
象
情
報

　

雨
の
状
況
や
予
想
を
適
宜
発
表

　
　
　
　
　

⬅

○
大
雨
の
強
さ
が
増
す

　

大
雨
警
報

大
雨
の
時
期
・
予
想
雨
量
、
警
戒
す
る

事
項
な
ど
を
示
す

　
　
　
　
　

⬅

○
大
雨
が
一
層
激
し
く
な
る

大
雨
に
関
す
る
気
象
情
報

刻
一
刻
と
変
化
す
る
大
雨
の
状
況
を
発

表

　
　
　
　
　

⬅

○
記
録
的
な
大
雨

記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報

数
年
に
一
度
の
猛
烈
な
雨
が
観
測
さ
れ

た
場
合
に
発
表

　
　
　
　
　

⬅

○
被
害
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る

土
砂
災
害
警
戒
情
報

土
砂
災
害
の
危
険
度
が
さ
ら
に
高
ま
っ

た
時
に
都
道
府
県
と
気
象
台
が
共
同
で

発
表

昨年の７月12日、熊本広域大水害（九州北部豪雨）が発生。「これ
までに経験したことのないような大雨」でした。町を流れる白川
が氾濫し、住宅の床上・床下浸水や田畑と道路が流出するなど多
くの被害をもたらしました。また、おととしの３月11日に起きた
東日本大震災は未曽有の被害をもたらしました。
これらの災害は、私たちの記憶に残るとともに自然災害の恐ろし
さを強く刻み込むこととなりました。
災害から身を守るために、日頃から家族や地域で防災について話
し合い、災害に備えましょう。

大
雨
の
場
合
に
気
象
台
が
発
表
す
る

防
災
気
象
情
報

に
し
み
込
ま
ず
、
た
ま
っ
た
時
の
深

さ
を
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
表
し
た
も
の

で
す
。
予
報
で
「
１
日
で
100
㎜
の
雨

量
」
と
は
「
１
日
で
雨
が
水
深
10
㎝

ま
で
た
ま
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
た
っ
た
10
㎝
」
と
思
っ
て
も
、
道

路
や
屋
根
の
上
な
ど
に
10
㎝
た
ま
り
、

こ
の
雨
水
が
河
川
な
ど
に
流
れ
込
む

と
一
気
に
水
位
が
上
が
り
、
災
害
が

起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
台
風
や

梅
雨
末
期
の
大
雨
で
は
局
地
的
に
１

日
当
た
り
300
㎜
を
超
え
る
雨
が
降
る

こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

長雨や集中豪雨によって、不安定になった斜面が急に崩
れ落ちる現象

■前兆現象
•崖から木が裂ける音がする
•崖に亀裂が入る
•小石がパラパラ落ちてくる
•崖からの水が濁ったり、
　急に水量が増える

崖崩れ

地下水などが地面にしみ込んで、その影響で地面がゆっ
くりと下へ動く現象

■前兆現象
•地面にひび割れができる
•井戸や沢の水が濁る
•崖や斜面から水が噴き出す

地すべり

こんな前兆に注意！ 迷わず避難を　

特集

■気象注意報警報
熊本県に注意報警報
情報が発表されまし
た。
2013年07月00日
06時33分

菊陽町：
　大雨、洪水警報
　（発表）

　災害に備え、地震や津波、火山の情報、避難勧告などの災害時に重要な情報をメールで
お届けします。
　
■登録方法　空メールを送り、届いたメールを開き登録
　entry@anshin.pref.kumamoto.jp
※携帯電話からのメールサービスの登録は、
　二次元バーコードを読み取ってメールを送信してください。
■利用料金　無料（メール受信のパケット通信料は必要）
■問い合わせ
　熊本県知事公室危機管理防災課　☎（333）2118

熊本県防災情報メールサービスへの登録を

▲災害に備え訓練をする消防団員

台風による停電時には、電話がつなが
りにくくなることがあります。
台風等非常災害時の停電情報は下記の
ホームページでもご確認いただけます。

■台風時の停電情報をチェック！
九州電力からのお知らせ

台風による停電時には、ご登録いただ
いた携帯電話に停電情報をメール配信
いたします。詳しくは、上記ホーム
ページをご覧ください。

■携帯メールサービス

http://kyuden.jp
携帯電話版ホームページ

http://www.kyuden.co.jp
パソコン版ホームページ ２次元コード
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日
頃
か
ら
防
災
意
識
を

　

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
。
就
寝
時
に
災
害
が
起
こ
っ
た

ら―

。
停
電
で
暗
い
中
を
歩
く
こ
と

は
危
険
で
す
。
足
下
に
散
乱
し
た
ガ

ラ
ス
な
ど
を
踏
み
、
け
が
を
す
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
想
定
外
で
慌
て
な

い
た
め
に
枕
元
に
靴
・
軍
手
・
ヘ
ル

メ
ッ
ト
・
懐
中
電
灯
な
ど
を
常
に
置

い
て
、
身
の
安
全
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

自
分
の
命
は
自
分
で
守
ら
ず
し
て
、

誰
か
が
守
っ
て
く
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
災
害
に
備
え
て
、
自
分
や

家
族
に
何
が
必
要
か
考
え
用
意
す
べ

き
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　町では「菊陽町防災ハザードマップ」を作成し、各家庭
に配布しています。防災マップには、避難場所や危険区域、
緊急連絡先が記載されています。町ホームページでもご覧
いただけます。

～「もしも」のためにあなたと
　　　あなたの大切な人を守る～

明
る
い
う
ち
か
ら
の
予
防
的
避
難

　

夜
、
暗
く
な
っ
て
か
ら
の
避
難
は

危
険
が
伴
い
ま
す
。
普
段
歩
き
慣
れ

た
道
で
も
、
道
路
と
田
ん
ぼ
の
境
界

が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
た
り
、
側

溝
や
マ
ン
ホ
ー
ル
の
ふ
た
が
水
で
流

れ
て
、
落
と
し
穴
の
よ
う
に
な
っ
て

い
た
り
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
夜
間
の
豪
雨
・
落
雷
の
中
、
車

で
移
動
す
る
こ
と
は
十
分
な
視
界
が

得
ら
れ
ず
大
変
危
険
で
す
。
台
風
の

接
近
が
予
想
さ
れ
る
場
合
や
水
害
に

よ
る
浸
水
、
土
砂
崩
れ
な
ど
、
被
災

の
恐
れ
の
あ
る
場
合
は
、
な
る
べ
く

明
る
い
う
ち
に
避
難
所
や
安
全
な
場

所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

家
族
で
確
認
！
災
害
時
の
５
カ
条

❶
雨
や
風
が
強
い
と
き
は
、
む
や
み

に
外
に
出
な
い
。
川
や
水
路
、
屋

根
な
ど
危
険
な
と
こ
ろ
に
近
づ
か

な
い
。

❷
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
☎
１
７
７
で

気
象
庁
の
情
報
を
確
認
す
る
。

❸
河
川
な
ど
が
増
水
し
て
い
る
時
は
、

風
呂
や
洗
濯
の
排
水
は
控
え
る
。

❹
家
族
と
連
絡
を
取
り
合
い
、
防
災

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
避
難
場
所
を

確
認
す
る
。

❺
い
つ
で
も
避
難
で
き
る
よ
う
、
非

常
持
ち
出
し
品
な
ど
を
１
カ
所
に

ま
と
め
て
お
く
。

非
常
持
ち
出
し
品
と
非
常
備
蓄
品

　

非
常
持
ち
出
し
品
は
避
難
時
に
持

ち
出
す
最
低
限
の
備
え
で
、
非
常
備

蓄
品
は
避
難
後
安
全
を
確
認
し
た
後

に
、
避
難
生
活
の
た
め
に
持
ち
出
す

物
で
す
。

　

例
え
ば
、
水
は
最
低
で
も
一
人
に

つ
き
１
日
３
㍑
の
備
え
が
必
要
と
い

わ
れ
ま
す
。
持
ち
出
し
品
は
必
要
最

低
限
に
絞
り
込
み
、
一
度
背
負
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。
備
蓄
品
は
水
や
食
料
、

生
活
用
品
な
ど
を
家
族
構
成
に
合
わ

せ
て
用
意
し
、
す
ぐ
に
取
り
出
せ
る

場
所
に
置
き
ま
し
ょ
う
。

菊陽町防災ハザードマップ

被
害
を
減
ら
す
た
め
に

❶
耐
震
診
断
と
耐
震
改
修

　

木
造
住
宅
の
耐
震
化
に
向
け
て
、

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
起
き
た
ら

　

国
の
「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
対

策
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
が

昨
年
の
８
月
29
日
に
発
表
し
た
人
的

被
害
と
建
物
被
害
の
最
悪
の
ケ
ー
ス

に
よ
る
と
、
県
内
の
死
者
は
20
人
で

負
傷
者
数
は
約
４
０
０
人
、
建
物
崩

壊
は
３
，
２
０
０
棟
、
菊
陽
町
の
最

大
震
度
は
「
５
強
」
と
想
定
さ
れ
ま

し
た
。
５
強
は
大
半
の
人
が
物
に
つ

か
ま
ら
な
い
と
歩
く
こ
と
が
難
し
く

な
り
、
屋
内
で
は
「
固
定
し
て
い
な

い
」
家
具
が
倒
れ
、
食
器
や
本
が
落

ち
て
散
乱
す
る
被
害
が
比
較
的
多
く

な
り
ま
す
。 

　

さ
ら
に
、
３
月
18
日
、
施
設
の
被

害
な
ど
を
推
計
し
た
第
２
次
報
告
に

よ
る
最
大
被
害
想
定
に
よ
る
と
、
県

内
の
断
水
人
口
は
最
悪
８
万
３
，
０

０
０
人
に
及
び
、
下
水
道
の
支
障
が

１
万
５
，
０
０
０
人
、
停
電
が
３
０

０
軒
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
最
大
被
害
想
定
は
最
新
の
科

学
的
知
見
に
基
づ
く
も
の
で
、
発
生

頻
度
が
極
め
て
低
い
最
大
ク
ラ
ス
の

地
震
が
発
生
し
た
場
合
の
被
害
で
す
。

十
分
な
防
災
対
策
を
し
、
災
害
に
備

え
れ
ば
、
被
害
は
確
実
に
減
り
ま
す
。

　

突
然
襲
っ
て
く
る
地
震
に
も
、
決

し
て
慌
て
ず
、
ま
ず
自
分
の
身
の
安

全
を
確
保
し
、
落
ち
着
い
て
行
動
し

ま
し
ょ
う
。

れ
た
戸
建
て
木
造
住
宅
と
緊
急
輸
送

道
路
沿
道
の
建
築
物
に
要
し
た
耐
震

診
断
と
耐
震
改
修（
戸
建
て
木
造
住

宅
の
み
）の
費
用
の
一
部
を
補
助（
予

算
枠
の
範
囲
内
）し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課
☎（
２
３
２
）４
９
２
７

❷
災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
支
援

　

災
害
時
に
家
族
な
ど
か
ら
支
援
を

受
け
る
こ
と
が
困
難
な
自
宅
で
暮
ら

し
て
い
る
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど

が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る

よ
う
に
、
情
報
を
登
録
し
、
地
域
で

支
え
合
う
も
の
で
す
。

■
問
い
合
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■問い合わせ　総務課　交通防災係　☎(232)2111

❶屋内での地震対策
•寝室や子ども、高齢者のいる部屋には家具は置
　かない
•家具の転倒や落下防止対策
　をする
•出入り口や通路には物は置
　かない

❷屋外での地震対策
•アンテナの固定と屋根瓦の補強
•鉢植えや物干しの固定
•ひび割れや破損の
　修理

非常食

貴重品

その他

衣類救急用具

避難用具

■熊本県の震度分布図

■震度６弱
■震度５強
□震度５弱

飲料水（１人１日３㍑）
乾パン　缶詰
飴　チョコ

備えあれば
憂いなし

懐中電灯（１人に一つ）
携帯ラジオ　予備電池　笛
軍手　缶切り　簡易トイレ

現金（札・10円玉・100円玉）
預金通帳・印鑑
携帯電話　身分証明

下着・靴下
長袖・長ズボン
防寒服　雨具

救急箱
胃腸薬・便秘薬・風邪薬
常備薬

ラップ・ガムテープ
ウェットティッシュ
ナイフ　カイロ　充電器
ビニール袋　メガネ
生理用品　粉ミルク

子どもやお年寄りには
防災ベストも

今、すべき！わが家の地震対策

菊陽町

INTERVIEW

防災知識を身につけ判断力を養い、
地域の防災力を高めることが大切

菊池広域連合　南消防署
桐原　一行 署長

一人一人の防災意識の向上
　近年、九州豪雨災害や東日本大
震災など大規模な災害が続いて発
生しています。広範囲な災害の場
合、消防車両が、必ずしもすぐ動
けるとは限りません。いざという
時に落ち着いて行動するためには、
災害を想定して家族や地域で話し
合い、防災の知識を高め判断力を
養うことが重要です。日頃から非
常持ち出し品を準備し、家の家具
と家電製品などの転倒防止やガラ
スの飛散防止、耐震診断・耐震補
強など、災害への備えをすること
が大切な命や幸せを守ることにつ
ながります。

地域の絆
　人は災害のときパニックになる
ため、万が一のときに体が動くよ
うに繰り返し訓練しておく必要が
あります。昨年の九州豪雨災害で
も区長の指示で自主避難した地区
がありました。地域の絆が強い地
域は災害に強いといえます。日頃
からの地域での訓練と、災害時は
避難場所で逃げ遅れがいないか確
認し、助けにいくという「共助」
が大切なのです。私たち消防も応
急手当の方法、防災の知識、避難
の方法など、いつでも指導・講習
に伺いますのでぜひ活用して地域
の防災力を高めてください。

■災害時の問い合わせ

菊陽町役場

大津警察署

菊池広域連合南消防署
菊池広域連合泉ヶ丘消
防署
大津菊陽水道企業団

ＮＴＴ西日本熊本支店

☎（232）2111
☎（294）0110
　　　（110）
☎（232）9331
　　　（119）
☎（248）4731

☎（293）7711
☎（321）3083
　　　（113）

災害の状況、復旧など

治安、交通など

負傷者の救急、緊急搬送など

水道被害に関すること

電話に関すること

機関名 連絡先（緊急） 内容

大菊土地改良区

馬場楠堰土地改良区

九州電力大津営業所

九州電力熊本西営業所

西部ガス株式会社

菊陽町プロパンガス組合

☎（293）6851

☎（374）8188
☎0120（986）
　　　　602
☎0120（986）
　　　　603
☎（370）8600

☎（232）2200

農地・農業用施設の被害状況、
復旧に関すること

電力供給など
※地区ごとに管轄が違います。
　事前に確認してください。

ガス供給など
※加入しているガス・プロパンガス会
　社へお問い合わせください。

機関名 連絡先（緊急） 内容
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